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5. “The Sea and the Skylark”
On ear and ear two noises too old to end
Trench ─ right, the tide that ramps against the shore;
With a flood or a fall, low lull-off or all roar,
Frequenting there while moon shall wear and wend.
Left hand, off land, I hear the lark ascend,
His rash-fresh re-winded new-skeinèd score
In crisps of curl off wild winch whirl, and pour
And pelt music, till noneʼs to spill nor spend.
How these two shame this shallow and frail town!
How ring right out our sordid turbid time,
Being pure! We, lifeʼs pride and cared-for crown,
Have lost that cheer and charm of earthʼs past prime:
Our make and making break, are breaking, down
To manʼs last dust, drain fast towards manʼs first slime.
「海と雲雀」
左右の耳に響いてくるのは、太古の昔からあるが故に決して絶えるこ
とのない
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二つの美音。右手からは、岸辺に打ち砕ける潮騒の響き。
満ちては引いて、また穏やかに凪いだり荒れて轟いたりしながら、
月が欠けて回転する限り常に岸に打ち寄せる。
左手から聞こえるのは、陸から飛び立ち舞い上がる雲雀が、
性急で新鮮な、新たに桛に巻かれ巻き直された音符を
堅く縮れた巻き毛のように、その奔放な喉から発して、
すっかりなくなってしまうまで注ぎ浴びせる美しい音楽。
この二つの音によって、この浮薄ではかない町がいかに恥ずかしく思
えるか。
これらの音は、純粋であるが故に、我々の汚れて濁った時代を超えて
響き渡るのだ。我々は、生命の誇りであり大切にされる栄冠であるの
に、
大地の過去の、初期の栄光の喜びと魅力を失くしてしまった。
我々自身も我々が造り出すものも壊れ、今も壊れつつあり、
人間の最後の行き先である塵になり、人間が最初に造られた泥に素早
く帰するのだ。
【注釈】
<ll. 1-2>	On ear and ear two noises too old to end / Trench
「左右の耳に響
いてくるのは、太古の昔からあるが故に決して絶えることのない二つの美
音」；¯ noise°は現在は一般的に騒がしい音、不快な音を意味するが、ここ
では¯an agreeable or melodious sound°(OED)の意味。Cf.¯It ceased: yet still
the sails made on / A pleasant noise till noon. / A noise like of a hidden brook / In
the leafy month of June. . .°(S. T. Coleridge,¯Ancient Mariner,°ll. 367-9)
¯two noises [ which are ] too old to end trench on ear and ear°で¯two noises°が
主語、¯ trench°が動詞。¯ trench on. . .°＝ to come in thought, speech, or action
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close upon . . ., to approach towards. . .(OED).「太古の昔からあるが故に決し
て絶えることない」（too old to end）は潮騒の響きと雲雀の鳴き声の永続性
を表現し、セステットで描写される人間の築いた町の刹那性と対比され
る。またこの 1 行目の特徴的な音の繰り返し（Öear. . . ear,×Ötwo. . .
too. . .to,×Öand. . .end×）はこの 2つの音が昔から絶え間なく続いているこ
とを示唆している。
<l. 2>	ramps against the shore
「岸辺に打ち砕ける」；¯ ramp°はここでは
¯to creep or crawl on the ground°(OED)の意。OEDによれば、ホプキンズの
時代にはこの意味ではもはや用いられていないが、ホプキンズは潮騒とい
う現象が昔からあったことを表現するために敢えて古語法を用いたとも考
えられる。またライオンが後脚で立ち上がり攻め立てるイメージも重なっ
ている。¯ Of beasts: To rear or stand on the hind legs, as if in the act of climbing; to
raise the fore-paws in the air; hence, to assume, or be in, a threatening posture.
(Chiefly said of lions.) Also of persons: To raise, or gesticulate with, the arms; † to
clutch wildly at(OED).°
<l. 3>	With a flood or a fall, low lull-off or all roar
「満ちては引いて、また
穏やかに凪いだり荒れて轟いたりしながら」；「前置詞＋名詞」で副詞句を
形成し、次行の¯Frequenting°を修飾している。
<l. 4>“Frequenting there while moon shall wear and wend”「月が欠けて回転
する限り常に岸に打ち寄せる」；¯ frequenting°は分詞構文で、意味上の主
語は 2行上の¯the tide°である。¯ there°は岸辺を指す。¯ wear°＝ wane.
¯wend°は「（地球の周りを）回転する」（¯ To turn round°OED）とも「姿
を変える」（¯ To turn from one condition or form to another°OED）とも考え
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られる。どちらの意味もホプキンズの時代にはすでに使われていない古語
法である。いずれにせよこの箇所は「時間が続く限り」の意味と解釈でき
る。
<ll. 5-8>	Left hand, off land, I hear the lark ascend, / His rash-fresh re-
winded new-skeinèd score / In crisps of curl off wild winch whirl, and pour /
And pelt music, till noneʼs to spill nor spend.
「左手から聞こえるのは、陸か
ら飛び立ち舞い上がる雲雀が、性急で新鮮な、新たに桛に巻かれ巻き直さ
れた音符を堅く縮れた巻き毛のように、その奔放な喉から発して、すっか
りなくなってしまうまで注ぎ浴びせる美しい音楽。」；構文は SVOCで、
主語が¯I°、述語動詞が¯hear°、目的語が¯the lark°、そして補語が¯as-
cend°、¯ whirl°、¯ pour and pelt°の 3つである。¯ I hear the lark ascend. . ..°
は「私は雲雀が飛ぶのを聞く」となり奇異に感じられるが、ホプキンズは
雲雀の飛ぶ行為と鳴く行為を一体的に捉えていることが読み取れる。 そ
して¯His rash-fresh re-winded new-skeinèd score°は¯whirl°の目的語で、通
常の語順に戻せば¯I hear the lark. . .whirl His rash-fresh re-winded new-skeinèd
score / In crisps of curl off wild winch°という形になる。つまりこの箇所は全
体としては、I hear the lark ascend off land, [ and I hear the lark ] whirl his rash-
fresh re-winded new-skeinèd score, in crisps of curl, off wild winch, and [ I hear the
lark ] pour / And pelt music, till none (no music) is to spill nor spend.となる。
なお 5-8行は、元々は以下のような表現であった。
Left hand, off land, I hear the lark ascend
With rash-fresh more, repair of skein and score,
Race wild reel round, crisp coil deal down to floor,
And spill music, till thereʼs none left to spend.
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左手から聞こえるのは、陸から飛び立ち舞い上がる雲雀が、
ますます性急で新鮮な、桛に巻かれ音符を繰り返しつつ
奔放な糸巻きを回転させ、堅く縮れた巻き毛のように地上に降り注ぐ
調べ。
そして雲雀はすっかりなくなってしまうまでその音楽を吐き出す。
この雲雀の鳴き声の描写については、ホプキンズ自身かなり苦労したらし
く、ブリッジズ宛の書簡の中で以下のように詳細に解説している。
¯Rash-fresh more°(it is dreadful to explain these things in cold blood)means a
headlong and exciting new snatch of singing, resumption by the lark of his song,
which by turns he gives over and takes up again all day long, and this goes on,
the sonnet says, through all time, without ever losing its first freshness, being a
thing both new and old. Repair means the same thing, renewal, resumption. The
skein and coil are larkʼs song, which from his height gives the impression (not to
me only) of something falling to the earth and not vertically quite but tricklingly
or wavingly, something as a skein of silk ribbed by having been tightly wound on
a narrow card or a notched holder or as fishingtackle or twine unwinding from a
reel or winch. (Thornton 2: 551-552)（¯ Rash-fresh more°というのは（こ
ういったことを平然と説明するのは面白くないのだけど）せっかちで
興奮させるようにひと時の歌を新たに始めることで、雲雀による囀り
の再開のことです。雲雀は一日中歌をやめたり始めたりするのです。
ソネットが表現しているのは、その雲雀が、決してその最初の新鮮さ
を失うことなく、新しいと同時に古くからのものとして、常に歌い続
けるということなのです。Repairは、同じこと、即ち renewal, resump-
tionの意味です。桛や巻き毛は雲雀の歌のことで、それは高いところ
から聞こえてきて、地上に落ちてくる、しかも全く垂直というわけで
なく、滴り落ちるように、あるいは揺れながら落ちてくるものという
印象を（私にだけでなく）与えます。それは細い厚紙か刻み目の付い
た糸巻きにきつく巻くことでうね模様がついた絹の桛、またはリール
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や巻き上げ機から繰り出される釣り糸や撚り糸のような印象なので
す。）
そしてホプキンズは、この後さらにこの雲雀の鳴き声を描写した箇所の分
かりにくい意味について念を押すかのように、次のように纏めている。
The lark in wild glee races the reel round, paying or dealing out and down the
turns of the skein or coil right to the earth floor, the ground, where it lies in a
heap, as it were, or rather is all wound off onto another winch, reel, bobbin, or
spool in Fancyʼs eye by the moment the bird touches earth and so is ready for a
fresh unwinding at the next flight. (Thornton 2: 552)（雲雀は奔放に喜び
ながら糸巻きを回転させ、糸桛あるいは巻き毛の調べを地球の床、即
ち大地に対して支払い、分け与えるのです。そしてその鳥が大地に舞
い降り、次の飛翔の時に新たに繰り出す準備ができるまで、地上には
その調べが、言わば山積みにされています。いやむしろ、空想の目に
は、また別の巻き上げ機、糸巻き、筒型糸巻き、巻き枠に全て巻き取
られているように見えるのです。）
<ll. 9>	How these two shame this shallow and frail town!
「この二つの音に
よって、この浮薄ではかない町がいかに恥ずかしく思えるか」；¯ these
two°は潮騒の音と雲雀の囀りを指す。¯ this shallow and frail town°は、ウ
ェールズ北東部の、クルーイド川（Clwyd）の河口にある港町リル（Rhyl）
を指す。リルはアイルランド海に面した海浜保養地で、夏は多くの人で賑
わう。
<ll. 10-11>	How ring right out our sordid turbid time, / Being pure!
「これ
らの音は、純粋であるが故に、我々の汚れて濁った時代を超えて響き渡る
のだ。」；主語は前行と同じく¯these two°即ち潮騒の音と雲雀の囀り。
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¯ring right out. . .°＝ ring completely out of. . . 潮騒の音と雲雀の囀りの隔絶
性、超越性が強調されている。その隔絶性、超越性は、それらの純粋さに
由来する。それとは対照的に、人間の文明社会は不純で、汚れていて、雑
然としている。
<ll. 11-12>	We, lifeʼs pride and cared-for crown, / Have lost that cheer and
charm of earthʼs past prime”「我々は、生命の誇りであり大切にされる栄冠
であるのに、大地の過去の、初期の栄光の喜びと魅力を失くしてしまっ
た」；人間は文明の進歩によってむしろ退化するという考えである。「生命
の誇りであり大切にされる栄冠」としての人間という考えは、もちろん創
世記の以下の記述を下敷きにしている。
And God said, Let us make man in our image, after our likeness: and let them
have dominion over the fish of the sea, and over the fowl of the air, and over the
cattle, and over all the earth, and over every creeping thing that creepeth upon
the earth. So God created man in his own image, in the image of God created he
him; male and female created he them. And God blessed them, and God said
unto them, Be fruitful, and multiply, and replenish the earth, and subdue it: and
have dominion over the fish of the sea, and over the fowl of the air, and over
every living thing that moveth upon the earth.（神は言われた。「我々にか
たどり、我々に似せて、人を造ろう。そして海の魚、空の鳥、家畜、
地の獣、地を這うものすべてを支配させよう。」神は御自分にかたど
って人を創造された。神にかたどって創造された。男と女に創造され
た。神は彼らを祝福して言われた。「産めよ、増えよ、地に満ちて地
を従わせよ。海の魚、空の鳥、地の上を這う生き物をすべて支配せ
よ。」）（創世記 1章 26〜28節）
またエデンの園に住んでいた堕落前のアダムとイヴの生き方を理想とし、
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そこから人類は堕落していったという考えも背景にある。文明の発達や人
間の成長を退化や堕落と見なし、人類の原初の状態、あるいは幼年期を理
想化する考えは、前代のロマン派から受け継いでいるとも言える。ワーズ
ワースの「オード─幼少時の回想から受ける不滅なるものの暗示」（¯ Ode:
Intimations of Immortality from Recollections of early Childhood°）参照。
<ll. 13-14>	Our make and making break, are breaking, down / To manʼs last
dust, drain fast towards manʼs first slime.
「我々自身も我々が造り出すもの
も壊れ、今も壊れつつあり、人間の最後の行き先である塵になり、人間が
最初に造られた泥に素早く帰するのだ。」；¯ Our make°は、第一義的には
「我々の肉体」という意味であると考えられる。“make”＝ Of a natural ob-
ject: Form or composition, structure, constitution. Often of the body (OED)．創世
記 3章 19節参照（¯ In the sweat of thy face shalt thou eat bread, till thou return
unto the ground; for out of it wast thou taken: for dust thou art, and unto dust shalt
thou return.°）しかし¯Our make°は、単に肉体にだけ言及しているとい
うより、精神的な崩壊にも言及していると考えるべきであろう。
¯make°＝ Mental or moral constitution, disposition, or character (OED).
¯[ our ] making°は我々人間が作り出す文明社会を指すと考えられる。共
に、潮騒の音や雲雀の囀りと対照的にはかない存在である。そして人間も
人間が作り出す文明も常に崩壊に向かっていることを、普遍的な真実を表
現する現在時制（¯ break°）と現在も常に進行していることを表現する現
在進行時制（¯ breaking°）を並列して表現することで、それらのはかなさ
が一層際立つことになる。
【批評】
このソネットは 1877 年 5 月に、当時ホプキンズが修行していたセン
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ト・バイノズ・コレッジ（St. Beunoʼs College）からさほど遠くない所にあ
る、アイルランド海に面した港町リル（Rhyl）を訪れた際に書かれた。詩
の中で「この浮薄ではかない町」（¯ this shallow and frail town°）と描写され
るこのウェールズ北東部の町は海浜保養地で、夏は多くの人で賑わう。ホ
プキンズが訪れた 5月は、まさにこれから保養客が集まり始める時期であ
る。そもそもリルは、元は小さな漁村にすぎなかったが、19世紀中ごろ
にチェスター（Chester）とホウリーヘッド（Holyhead）の間に鉄道が敷設
された結果、保養地として急激に発展した（MacKenzie 73）。つまりこの
町はほとんど歴史がなく、ただ大勢人が集まる賑やかな保養地でしかなか
った。またリルを訪れる保養客の多くが、当時は近くのリバプール
（Liverpool）からの保養客であったが、そのリバプールについては、ホプ
キンズはかなり悪い印象をもっていた。ホプキンズは毎年メーデーの頃に
そこで開催される馬の行進を見学に行った際の印象を、ブリッジズに書簡
の中で報告しているが、そこにはリバプールの人々のだらしなさや卑しさ
に対するホプキンズの嫌悪感が読み取れる。
While I admired the handsome horses I remarked for the thousandth time with
sorrow and loathing the base and besotted figures and features of the Liverpool
crowd. When I see the fine and manly Norwegians that flock hither to embark
for America walk our streets and look about them it fills me with shame and
wretchedness. (Thornton 1: 438)（美しい馬には惚れ惚れしたが、同時
にそこに集まっていたリバプールの人々の卑しく酔っ払った姿も何度
も目に入ってきて、悲しみと嫌悪感を覚えた。アメリカに向けて出港
する船に乗るため大勢でこちらに来る美しく凛々しいノルウェー人が
我が国の町を歩くのを見て、次に彼らの周囲を見回す時、私の心は恥
辱と惨めさで一杯になります。）
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またディクソン宛ての以下の書簡にも、都会生活に対する同様の批判や、
文明の発達を人類の堕落と見なす考えが見られる。
My Liverpool and Glasgow experience laid upon my mind a conviction, a truly
crushing conviction, of the misery of town life to the poor and more than to the
poor, of the misery in general, of the degradation even of our race, of the
hollowness of this centuryʼs civilisation: it made even life a burden to me to have
daily thrust upon me the things I saw. (Thornton 1: 505)（私のリバプール
とグラスゴーでの経験によって、一つの確信を、決定的な確信を得ま
した。それは、貧しい人々にとって都会生活が悲惨であること、そし
て貧しい人にとってだけでなく全体として悲惨であること、我々人類
は堕落しているということ、そしてこの時代の文明は空虚であるとい
うことです。私が目にしたようなことが日々私に迫ってくるとした
ら、私にとって生きるということすら重荷になってしまいます。）
上の 2つの書簡の中で言及されるリバプールを、ホプキンズは、文明社会
の否定的な部分を代表する町と見なしていた。そしてそのリバプールから
保養客が大挙して押し寄せるリルも、ホプキンズにとっては当然、文明社
会の否定的な面を代表する町となる。リルは正に「ヴィクトリア朝の『進
歩』である均一性と根なし草的性質の象徴」（¯ a symbol of VictorianÖprog-
ress×, uniformity and rootlessness°）であった（MacKenzie 73）。
この詩を読んで気づくことは、意味を取りにくい難解な表現が、主に前
半のオクテットに集中しているということである。つまりホプキンズは、
前半の潮騒の音と雲雀の囀りの描写において実験的で大胆な表現を用いる
一方、文明社会の醜さや人間の堕落について述べた後半のセステットでは
比較的分かりやすい表現を用いている。とりわけ第 2クオトレインの雲雀
の囀りの描写に関しては、その表現の晦渋さのせいで、書簡の中でブリッ
ジズに解説せざるを得なかったことは既述した。しかしホプキンズ自身も
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十分に解説はできなかった。ホプキンズはブリッジズに、「お分かりの通
り、この詩にはたくさんの意味が盛り込まれている。しかしそのことにつ
いて言うと、苦心の跡を、未熟な苦労の跡を見せてしまうのではないかと
危惧しています。」（¯ There is, you see, plenty meant; but the saying of it smells, I
fear, of the lamp, of salad oil. . . .° Thornton 2: 552）と述べている。恐らくホ
プキンズは、美しい潮騒の音や雲雀の囀りに、自分たちが慣れ親しんでし
まっている醜悪で雑多な文明には決して見られない純粋さを聴覚を通じて
敏感に感じ取り、それを詩の中で分かりやすく、視覚的に表現しようと試
みた。その音や囀りの美しさや純粋さは、しかしながら、表現したいとい
う抗い難い強い欲求を詩人に掻き立てても、実際は決して十全に表現し尽
くせないものであった。その表現したいという欲求と決して表現し尽くせ
ない現実との間に折り合いをつけて生まれたのが、この難解な表現の詩で
あったと言えるかもしれない。そしてこの詩を基底から支えているのは効
果的な対照法である。つまり時空を超えた潮騒の音や雲雀の囀りの美しさ
を、移ろいやすい、かりそめの人間社会と対比させることで際立たせ、同
時に人間社会のはかなさも醜悪さも際立つという相乗効果をもたらすこと
に成功しているのである。
6. “The Windhover : To Christ our Lord”
I caught this morning morningʼs minion, king-
dom of daylightʼs dauphin, dapple-dawn-drawn Falcon, in his riding
Of the rolling level underneath him steady air, and striding
High there, how he rung upon the rein of wimpling wing
In his ecstasy! then off, off forth on swing,
As a skateʼs heel sweeps smooth on a bow-bend: the hurl and gliding
Rebuffed the big wind. My heart in hiding
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Stirred for a bird,─ the achieve of, the mastery of the thing!
Brute Beauty and valour and act, oh, air, pride, plume, here
Buckle! and the fire that breaks from thee then, a billion
Times told lovelier, more dangerous, O my chevalier!
No wonder of it: sheer plod makes plough down sillion
Shine, and blue-bleak embers, ah my dear,
Fall, gall themselves, and gash gold-vermilion.
「空舞う鷹 ─ 我らが主キリストに寄せて」
今朝私が見たものは、暁の寵児であり、
夜明けの王国の皇子である鷹が、斑なす東雲に引き寄せられる姿。
彼は足元で緩やかにうねり続ける風に乗り、大空高く飛びまわる。
波打つ翼を手綱とし陶然と輪を描きつつ飛び、
それからさながらスケートのかかとが弧を描いて滑走するかのように
急に向きを変え遠くへ飛び去っていった彼の動き。
彼は強力な風をものともせず突き進み、舞っていた。密かに隠れてい
た私の心は
一羽の鳥に感動した、その生き物の見事な技、卓越した力に。
その獣の美しさと勇気と行為、ああ、その態度と誇りと装いよ、
ここで一つになれ。す
・
る
・
と
・
汝から発せられる炎が、
何億倍も美しく、そして危険なものになるのだ、おお我が騎士よ。
何の不思議もない。ひたすら働くことで畝を耕す鋤さえ光り輝くのだ
し、
青白く侘しい燠
おき
すら、ああ我が大切な方よ、
崩れ、擦れ合う時に、その傷が黄金色に輝く朱色の血を流すのだか
ら。
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【注釈】
CAUGHT<ll. 1-7>	I . . .the big wind.
；¯ I caught°の目的語は¯morningʼs
minion°、¯ king-/ dom of daylightʼ s dauphin°、¯ dapple-dawn-drawn Falcon°、
¯how he rung. . .°、¯ [ how ] the hurl. . .the big wind°と考えられる。ただし
¯morningʼs minion°と¯king-/ dom of daylightʼs dauphin°は¯Falcon°と同格
で、鷹を比喩的に表現した語句である。従って¯caught°の実質的な目
的語は¯Falcon°であり、「私は鷹が風に乗り飛びまわるところを見た」
（¯ I caught. . .Falcon in his riding. . .and [ in his ] striding / High there°）という
構文となっている。また¯[ how ] the hurl. . .the big wind°については、そ
の直前にコロンがあり、¯ caught°の目的語としての性格はかなり薄れ、
独立性が強くなっている。
<l. 1>	this morning
；副詞句である。しかし読者は最初は¯caught°の
直後の¯this morning°を目的語と考えて「朝を捉えた」と解釈するのが自
然である。そしてさらに読み進めると修正を余儀なくされ、それが目的語
ではなく語り手が「捉えた」時を示す副詞句であると分かる。だが¯this
morning°を目的語と見なした最初の解釈は読者の意識から完全に消え去
るわけではなく、「その日の美しい朝の情景を丸ごと捉えた」という意味
の残像が意識の底に残り続ける。
<l. 1>	morningʼs minion
「暁の寵児」；鷹を比喩的に表現している。
¯minion°の本来の意味は「寵児」、あるいは国王の「寵臣」であり、ここ
ではもちろんその意味を第一義と考えることができるが、この語がその後
に侮蔑的な響きを帯びるようになったことからも分かる通り、決して純粋
に肯定的に用いられているわけではない。¯ minion°は OEDに以下のよう
に定義されている。
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1. A beloved object, darling, favourite. a. A lover or lady-love. Chiefly, and in
later use exclusively with contemptuous or opprobrious sense, a mistress or
paramour. Now rare or Obs. b. One specially favoured or beloved; a dearest
friend, a favourite child, servant, or animal; the ʻidolʼ of a people, a community,
etc. Often fig., as in minion of fortune. Now only in contemptuous sense. c.
esp. A favourite of a sovereign, prince, or other great person; esp. opprobriously,
one who owes everything to his patronʼs favour, and is ready to purchase its
continuance by base compliances, a ʻcreatureʼ.
この¯minion°の両義性は、鷹に対する語り手のアンビバレントな感情を
暗示している。つまり語り手は鷹に憧れを抱く一方で、その価値を貶めよ
うとしていると考えることもできる。
<ll. 1-2>	king-/ dom of daylightʼs dauphin
「夜明けの王国の皇子」；¯ dau-
phin°という称号は 1349年から 7月革命で仏国王シャルル 10世がイギリ
スに亡命した 1830年まで限定的に用いられていた。つまりホプキンズは
鷹に対して、すでに歴史の表舞台から退場した称号を用いていることにな
る。その皇太子の父親である国王が治める¯kingdom°が、¯ king / dom°
というように分裂して表記されているのは、もちろん韻律上の要請による
ホプキンズの実験的な試みである。しかしそれだけでなく、読者はそこに
かつてあった王国が今では分裂して存在しないという示唆を読み取ること
ができる。だから冒頭の語り手の言葉は¯I caught°（「私は捉えた」）と
過去時制で表現されている。そしてこの前半のオクテットの過去時制と対
照的に、後半部のセステットでは現在時制が用いられている。つまり前半
では、鷹が空を舞っている様子を見た語り手の体験の一回性が強調されて
いるのに対して、後半では語り手の現在の、そして永続的な認識が提示さ
れているのである。
40
<l. 3>	the rolling level underneath him steady air
「足元で緩やかにうねり
続ける風」；名詞¯air°を¯the rolling level underneath him steady°という長
い形容詞句で修飾している。¯ rolling°は後に続く¯level°や¯steady°と
一見矛盾する表現であるが、大気は「うねって」いても、鷹はそれをもの
ともせず、そのうねった大気を支配し、大気はその鷹の下では「平ら」で
あり、従って「安定している」のである（Noon 267-268）。
<ll. 7-8>	My heart in hiding / Stirred for a bird
「密かに隠れていた私の心
は一羽の鳥に感動した」；「密かに隠れていた」とは、1つには、詩人が鷹
を隠れた所から見つめているという状況が考えられる。あるいは聖職者に
なるために世俗から隔離された場所で修行している状況を指しているかも
しれない。あるいは心が肉体という牢獄の中に隠れているとも解釈でき
る。いずれに解釈するにせよ、ここには、何の束縛もなく自由に大空を悠
然と舞う鷹と、制限された自由しか享受できず、限定された空間で禁欲的
な生活を送る詩人との間の際立った対比が提示されている。
<ll. 9-11>	Brute beauty and valour and act, oh, air, pride, plume, here /
Buckle! AND the fire that breaks from thee then, a billion / Times told lovelier,
more dangerous, O my chevalier!
「その獣の美しさと勇気と行為、ああ、そ
の態度と誇りと装いよ、ここで一つになれ。す
・
る
・
と
・
汝から発せられる炎
が、何億倍も美しく、そして危険なものになるのだ、おお我が騎士よ。」；
「その獣」とは鷹のこと。¯ Buckle°は①「鎧を締める」から「気を引き締
める」「準備をする」、②「1つにまとまる」、③「崩れる」という 3つの
解釈の可能性が考えられる。その上¯Buckle°は直説法としても命令法と
しても解釈が可能である。またその直前の¯here°も、①「この鷹におい
て」、②「詩人の心の中で」、③「詩人が鷹を見ている状況において」と 3
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つの解釈が可能であり、10 行目 ¯from thee°についても①「この鷹か
ら」、②「詩人の心から」、あるいは③この詩の副題に挙げられている「キ
リストから」とも考えられる。マッケンジーは、鷹の飛翔における繊細な
動きとバランスを考えれば、¯ Buckle°を③の意味で解釈するのは不自然
であると述べ、「1つにまとまる」の意で解釈する（MacKenzie 77-78, 81）。
またショーダーも、詩人が賞賛する鷹に対して「崩れろ」と述べるのは不
自然であると指摘する。また「鎧を締めろ」という解釈も呼びかける相手
が詩人の心であるとしたらやはり不自然であると述べている。ただし、
¯here°の前にカンマがあることに注目すれば、¯ Buckle°は命令法である
と主張し、鷹の性質として挙げられた「美しさと勇気と行為、その様子、
誇り、装い」が、詩人がこれまで以上に能動的に神に仕えるために「詩人
の心の中で」「1つになって仕事に取り組め」という意味であると解釈し
ている（Schoder 296-297）。ミルワードは、上記の¯Buckle°、¯ here°、
¯from thee°の意味が曖昧であることを認めつつ、ホプキンズ自身が意図
的に曖昧な表現を用いているのだから、無理に解釈を絞らなくてもいいの
ではないかと述べ、この詩の曖昧さを容認している。ただし、ミルワード
自身は、ホプキンズの詩の一般的な傾向から考えて、この後半部分は詩人
自身の心を語っていると考え、¯ here°も¯from thee°も詩人の心に言及し
ていると考えるのが妥当であるとしている。ただ¯Buckle°については、
「1つにまとまる」という意味とキリストに対して「崩れる」という意味
の両方が妥当であると述べている（Milward 37）。
<ll. 12-13>	sheer plod makes plough down sillion / Shine
「ひたすら働く
ことで畝を耕す鋤さえ光り輝く」；SVOC 構文で、¯ sheer plod°が主語、
¯plough down sillion°が目的語、¯ Shine°が目的格補語である。¯ sillion°
(＝ selion) ＝ A furrow turned over by the plough(OED). OEDは、¯ sillion°を
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この意味で用いるのは臨時的な用例で、使用例としてはホプキンズのこの
例だけを挙げている。不自由で辛い労働に縛られた活動でも、鷹の自由で
美しい活動に勝るとも劣らないくらい神に仕えることができると主張して
いる。
<ll. 13-14>	blue-bleak embers. . . / Fall, gall themselves, and gash gold-
vermilion
「青白く侘しい燠
おき
すら・・・崩れ、擦れ合う時に、その傷が黄
金色に輝く朱色の血を流す」；受肉したキリストとその磔刑を暗示してい
る。
【批評】
ホプキンズの作品の中で恐らく今日最もよく知られているこのソネット
は、彼が北ウェールズにあるセント・バイノズ・コレッジ（St. Beunoʼs）
の神学課程で司祭叙任のために勉強していた 1877年 5月頃に執筆された
と考えられている。ホプキンズは 1868年に聖職者になることを決意して
以来詩作を断っていたが、1875年 12月 7日に起きたドイッチュランド号
難破事故に触発されて「ドイッチュランド号の難破」（¯ The Wreck of the
Deutschland°）を書き始め、詩作を再開した。「空舞う鷹 ─ 我らが主キリ
ストに寄せて」（¯ The Windhover: To Christ our Lord°）が執筆されたのはそ
の詩作再開から間もない時期であるが、この頃はいくつもの優れた作品が
矢継ぎ早に書かれ、ホプキンズの詩作意欲が迸っていた時期である。また
この執筆時期は、司祭に叙任されるための試験がすぐ後に控えていた時期
でもあり、ホプキンズは聖職者としての将来に対する期待と不安を抱きつ
つこの詩を書いたと想像できる。 ホプキンズはロバート・ブリッジズに
宛てた書簡の中でこの詩を「自分がこれまで書いた中で最もよくできたも
の」（¯ the best thing I ever wrote,°Thornton 1: 362）と称している。
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このソネットの前半部では、詩人が遭遇した、美しく舞う鷹を描写して
いる。そして後半部で詩人自身のことを語り始めるのだが、そのあたりか
らこの詩の最大の特徴である曖昧さが際立ってくる。
My heart in hiding
Stirred for a bird,─ the achieve of, the mastery of the thing! (11. 7-8)
密かに隠れていた私の心は
一羽の鳥に感動した、その生き物の見事な技、卓越した力に。
「密かに隠れていた私の心」とあるが、なぜ詩人の心は隠れているのか。
詩人が鷹に気づかれないように隠れたところから見つめているからか。詩
人が聖職者になるために世俗から隔離された場所で修行していることに言
及しているのか。心が肉体という牢獄の中に隠れているからか。いずれに
解釈するにせよ、ここには、何の束縛もなく自由に大空を悠然と舞う鷹
と、制限された自由しか享受できず、限定された空間で禁欲的な生活を送
る詩人との間の際立った対比が提示されている。そして詩人は、その自由
に飛び回る鷹に憧憬の眼差しを向けてその崇高な存在を言語化しようとす
るが、詩の前半で鷹の飛翔を描写する際に発揮した表現力をもってして
も、その鷹そのものを言い表す適切な言葉を見出せず、結局このクライマ
ックスにおいて¯the thing°という語でしか表現できない（8行目）。
そしてこの詩は後半のセステットに入り、さらに曖昧さを増す。
Brute beauty and valour and act, oh, air, pride, plume, here
Buckle! and the fire that breaks from thee then, a billion
Times told lovelier, more dangerous, O my chevalier! (11. 9-11)
その獣の美しさと勇気と行為、ああ、その態度と誇りと装いよ、
ここで一つになれ。す
・
る
・
と
・
汝から発せられる炎が、
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何億倍も美しく、そして危険なものになるのだ、おお我が騎士よ。
この詩の解釈を困難にする曖昧さを生み出す核心に、10行目の¯Buckle°
がある。この語を「気を引き締める」と解釈すれば、詩人が、美しさや勇
気や行為といった鷹の美点によって自身の心を引き締められることを願っ
ていると解釈できる。また¯Buckle°を「1つにまとまる」と解釈すれば、
鷹の美点が鷹において 1つにまとまり鷹が優れて魅力的な存在になってい
ると述べていることになる。さらに「崩れる」という意味だとすれば、鷹
の美点もキリストの前では価値を持たないというような考えを提示してい
るかもしれない。重要なことは、これらのいくつかの解釈の可能性を絞ら
ずに、その重層的解釈を受け入れることで、このソネットの意味が豊かに
なっていくということである。そうすることで、鷹に対する詩人のアンビ
バレントな姿勢が浮き上がってくる。詩人はこの鷹をキリストのような崇
高な存在と見なす一方で、その鷹を¯brute°（9行目）と形容しているこ
とからも分かるように、詩人は鷹にキリストの精神性とは異質の肉体性、
あるいは肉欲的な自然や獣性をも感じ取っていたと考えられる。このよう
なアンビバレントな心に決着を付けるために詩人は、鷹に対するキリスト
の魅力の優位性を、このキリストに捧げるこの詩の結論部分で主張する必
要があったのではないか。
No wonder of it: sheer plod makes plough down sillion
Shine, and blue-bleak embers, ah my dear,
Fall, gall themselves, and gash gold-vermilion.（11. 12-14）
何の不思議もない。ひたすら働くことで畝を耕す鋤さえ光り輝くのだ
し、
青白く侘しい燠すら、ああ我が大切な方よ、
崩れ、擦れ合う時に、その傷が黄金色に輝く朱色の血を流すのだか
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ら。
詩人は、それまで描写してきた鷹の美しさに劣らない価値が、「ひたすら
畝を耕すこと」や「青白く侘しい燠」にもあると主張してこの詩を締めく
くる。「ひたすら畑を耕せば鍬も輝く」とは、この詩の副題を思い起こせ
ば、「ひたすら神に仕えることで自分の存在を高めることができる」とい
った意味に解釈できる。また「青白く侘しい燠が崩れ、擦れ合う時にその
傷が黄金色に輝く朱色の血を流す」が、受肉したキリストに言及している
のは明らかである。
しかし読者がこの詩に魅力を感じるのは、この結論部分が素晴らしい内
容であるからとか、普遍的で深い真実を含んでいるからというわけではな
い。それよりもこの詩を支配している「曖昧さ」や詩人のアンビバレント
な感情を示唆する表現に多くの読者は惹かれる。詩人は、自身の束縛され
た状況とは対照的な、大空を舞う自由を享受し、その自然性を遺憾なく発
揮して生を謳歌している鷹に惹かれ、その美しさと力強さを通じてキリス
トを讃えようとするが、その一方でこの鷹の中にキリストとは相いれな
い、自身の心の内奥に潜んでいる獣性や肉体的、官能的美しさの抗いがた
い魅力をも同時に感じ取ってしまった。詩人は意識的にこの詩をキリスト
の精神性の優位さを強調する形で終えようとし、またそのために副題とし
て¯To Christ our Lord°と加えた。それにもかかわらず、結果的にはキリ
ストの精神性の優位さを恐らく心ならずも表現しきれなかった。地上に縛
られ制限された生を生きる詩人は、本来もっと貶めるべき鷹に惹かれ、そ
の魅力を自分が意図する以上に表現してしまった、と言えるのではないだ
ろうか。この詩からにじみ出てくる、そのような詩人の心の機微や葛藤
が、多くの読者をこの詩に強く引き付けるのである。しかもこの詩の持つ
曖昧さは、決して読者に受動的な読みを許さず、「読む」という行為を通
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じて読者に常に積極的に、能動的に意味形成に参加することを要求してく
る。この詩は明確な状況を描写しながらも曖昧さを組み込むことで、読者
にこの詩との対話を促していると言えるだろう。
＊本稿中の¯The Windhover°の項については、拙論「¯ Windhover°が意味するも
の─ホプキンズのÖThe Windhover×再読」（『ホプキンズ研究』第 45号、日本ホプ
キンズ協会東京部会、2017年 5月）と一部重複することをお断りしておく。
テ キ ス ト
ホプキンズの詩作品のテキストは、Gerard Manley Hopkins, The Poems of Gerard Manley
Hopkins, ed. W. H. Gardner and Norman H. MacKenzie, 4thed. (Oxford: OUP, 1970) に拠
る。また聖書の英語訳は欽定訳聖書を用い、和訳は新共同訳に拠る。
引 用 文 献
MacKenzie, Norman H. A Readerʼs Guide to Gerard Manley Hopkins. London: Thames and
Hudson, 1981.
Milward, Peter. S. J. A Commentary on the Sonnets of G. M. Hopkins. Chicago: Loyola University
Press, 1969.
Noon, William T., S. J. “The Three Languages of Poetry.”Immortal Diamond: Studies in Gerard
Manley Hopkins. Ed. Norman Weyand, S.J. London; Sheed & Ward, 1949.
Schoder, Raymond V., S. J. “What Does The Windhover Mean?” Immortal Diamond: Studies in
Gerard Manley Hopkins. Ed. Norman Weyand, S.J. London; Sheed & Ward, 1949.
Thornton R. K. R., and Catherine Phillips, eds. The Collected Works of Gerard Manley Hopkins.
Vols. 1-2. Oxford: OUP, 2013.
47
